












が 26.2%、「豊かな人間関係」が 23.7%、「勉強第一」「資格取得第一」が各 14%であった。価値観に関しては、











必要な思考力 , 判断力 , 表現力その他の能力をはぐ
















































4 万 5 千人を対象にして行われた「全国大学生調査」





カでは 0%である。日本では週 1 時間から 5 時間が
57.1%と多数派を占めている。アメリカでは半数以










年（調査対象は 2013 人）では 20.1%であったが、































































の履修者 60 名（4 年生 1 名、3 年生 1 名、2 年生 1 名、





































































「特定課題志向」の Cronbachの α 係数は順に 0.89, 





















































る 73 名の学生が選択していた。2 番目に学生数が
多かった項目は「豊かな人間関係」で、23.7%に相











る。詳述すると、2007 年には調査対象の 1 年生の




し、2010 年では 23%に相当する 217 名、2017 年に









だ学生は 1 名（1.7%）で、2 位と 3 位に選んだ学生
はいなかった。勉強が 4 位であるとした学生は 4 名
（6.7%）、5 位が 11 名（18.3%）、6 位が 8 名（13.3%）、











勉強を上位の 1 位～ 4 位に選んだ学生（5 名）は
全員が全面的肯定群であった。勉強を下位の 5 位～
8 位に選んだ学生（55 名）では、全面的肯定群が







































































































































































































































査　2007-2010-2013 年 の 経 年 変 化 」http://
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